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主体性を高める  ～子供が主役～     校  長  森   孝 
 

ランドセル問題 
校長 森  孝 

 

 1 学期末にＰＴＡの役員の方、学校支援本部、学校運営協議会、そして本校教員とでランドセル

問題について意見交換をしました。 

 ランドセル問題というのは、ずいぶん前から話題になっていたことで、一言で言えば「重い」

ということです。教科書、ノート、ドリル、水筒などは毎日ですし、習字の道具、図書室で借り

た本、図工や生活科などで使う箱やペットボトルなどの様々な材料、週末、週初めの体育着や上

履き、給食の白衣、加えて今はタブレットＰＣと子供達が学校に持ってきたり、家に持ち帰った

りする物は多岐に渡っています。 

 ランドセル自体は軽量の物も増えていますが、そこに入れる物は変わっておらず、むしろ増え

ている状態でそれを毎日背負って登下校する子供達の心身の負担は非常に大きくなっています。 

そうした現状を改善していくためにどうすればいいか、いろいろなご意見を伺いたいと考え、7 月

20 日に意見交換を行いました。急な話で、多くの方にお集まりいただくことはできず、また短い

時間の中で結論を出すには至りませんでしたが、私たちの意識を変え、学校が変わっていく大切

な一歩になりました。話し合いを受けて、２学期から学校に置いていっていい物を増やしたり、

宿題のあり方、出し方を変えたり、各学年での新しい取組が始まっています。もちろん、これで

十分だとは思っていません。まだまだ変えていかなくてはならないこと、変えていけることはた

くさんあります。そのためにも、様々な面から学校を見直し、学校の当たり前を変えていく必要

があると思っています。 

 実は、堀之内小学校ではランドセル問題が今から５０年前にも起こり、昭和 47 年(1972 年)か

ら昭和 53 年(1978 年)までの 7 年間、低学年を対象にランドセルを廃止していた時期がありまし

た。目的は、①学習効果の向上を図る ②体力と自主的態度の向上を図る ③交通事故の防止を

図る の３つでした。学習用具はすべて学校に置いたまま、宿題や予習もなし、学習は学校の授

業時間内で集中して行うようにしていたそうです。その後、保護者の方から「新入生の時にはラ

ンドセルを背負わせたい」「学習の様子が分からない」などの意見が出され、ランドセルが復活

し、現在に至っています。 

 何かを変えようとすると、必ず多様な意見が出ます。そのすべてを満足させることはできない

中で、少しでも子供達にとって良い方向になる「納得解」を出していくことが何よりも大切だと

考えています。同時に、めまぐるしく状況が変わる現代では、あれこれ考えて一歩を踏み出せな

いでいるよりも、やってみて不具合が生じたら修正しながら進

む「修正主義」が必要だと思っています。 

タブレットについても、学校及び家庭での学習において、ま

だまだ工夫の余地が多く残されていることは、学校でも課題と

して考えています。今後も工夫を重ねていく中で、ぜひまた意

見交換などの機会を設けたいと思っています。 

 

  

 

～ 笑 顔 と 緑 あ ふ れ る 堀 之 内 ～ 
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【１組】 

 カイコは、うまれた時はとても小さくて５

ミリもなかったけど、くわの葉をいっぱい食

べて、毎日どんどん大きくなっていきまし

た。色も黒から白色になりました。最後はま

ゆになりましたが、まゆを作るのもすごく大

へんだったのだろうなと思いました。 

 

 

 わたしは、カイコについて「よう虫のころ

の足の数は何本なのか」調べました。本で調

べると、むねのところに６本、はらのところ

に８本、おしりに２本で足はあわせて１６本

だと分かりました。まゆの糸とりは、さいし

ょはむずかしかったけど、だんだんやってい

くうちにうまくなっていきました。 

 

 

 カイコはうまれた時は黒色だったけれど、

大きくなるにつれて白色みたいになっていき

ました。ぼくはよく、校ていにカイコのえさ

のくわの葉をとりにいき、ちぎってあげまし

た。まゆを作るときに、カイコは１５００メ

ートルも糸をはることを知っておどろきまし

た。           

 

【２組】 

 ぼくは、今日カイコの糸とり体験をしまし

た。さいしょは大へんでしたが、やっていく

とともに、すこしずつなれてきました。ビデ

オでカイコのまゆから 1 キロメートルの糸が

とれると言っていたので、とてもびっくりし

ました。1 キロメートルもあるので 45 分間で

は終わりませんでした。楽しかったので、持

ち帰って、家でもやりたいです。 

 

 

ぼくは、はじめて「カイコの糸とり」とい

うものをやりました。ぼくは、カイコのまゆ

が 1 キロメートルものびるということがすご

くびっくりしました。 

 

本当にやってみると 1 キロメートルはとど

かなかったけど、2 メートル以上はのびまし

た。カイコの糸とりはいろんなことも学べ

て、すごく楽しかったです。 

 

わたしはカイコの糸とり体けんをしてさいし

ょはとてもいやでしたが、と中から楽しくな

ってきました。友だちができないときはやっ

てあげました。そして、前で糸車みたいなき

かいをぐるぐるとまわして糸を作ったのもと

ても楽しかったです。またやりたいと思いま

した。          

 

【３組】 

 さいしょにたまごを見たとき、カイコのた

まごだと思いませんでした。生まれて少した

つと、すぐに大きくなってびっくりしまし

た。大きくなるにつれて、えさもたくさん食

べていました。わたしは、カイコの育ち方に

ついて調べ学習をしたのでカイコのことがよ

く分かりました。 

 

 

 ぼくは、カイコのよう虫がクワの葉を一日

中食べているのがすごいと思いました。大量

の葉を用意してもすぐ食べ終わってしまうの

でびっくりしました。まゆの糸とりは、さい

しょ糸をまいてもまいてもできませんでし

た。けれど、さいごには一回も切れずに糸を

まくことができてうれしかったです。 

  

 

 私は最初、カイコを飼うことがいやでし

た。でも、見るうちにだんだんかわいく見え

てきました。どんどん脱皮して、大きくなり

ました。カイコのことをたくさん調べたの

で、一ぴき目がまゆになったとき、とてもう

れしかったです。糸とりも楽しかったです。

これからもカイコを大切にします。  

            

 

カイコの学習を終えて  3 年生 
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【屋上再生プロジェクト報告】 

  ほりンピックに向けて学校が動いているので、少し休憩中の屋上再生プロジェクトです

が、変化はいろいろありました。 

まず、今は屋上に行くと虫の鳴き声がとてもよく聞こえてきます。１，２年生が屋上で虫を探

して活動していました。まだ本格的には手を入れていない池には、トンボがたまごを産みにやっ

てきています。そして、４年生が蒔いたコスモスも芽が出て順調に伸びてきています。 

５年生の稲は、毎日雀たちが群がって、何とか網の隙間から潜り込めないかとチャレンジを繰

り返しています。その対抗策で子供達が作った「かかし」が登場しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀之内小学校９０周年の取り組み 

昭和４年に旧４町が合併し杉並区が誕生してから、この令和４年１０月に杉並区は９０周年を

迎えます。時を同じくして、堀之内小学校も今年度創立９０周年を迎えました。本校では、９０

周年の節目を学校と保護者・地域の皆様と一緒に祝うとともに、その次に迎える創立１００周年

の大きな節目を見据えて、児童に本校の歩みを継承し、愛校心を育んでいけるように取り組みを

進めています。 

１ 創立９０周年記念誌の作成 

  ７月に全校航空写真や学級別写真を撮影しました。５・６年生の記念誌実行委員が作成した

アンケートを全校児童に実施し、まとめる予定で作成を進めています。記念式典実施日に記念

品と共に持ち帰りますので楽しみにお待ちください。 

２ ９０周年記念児童集会 

 １１月４日（金）に記念の児童集会を行います。児童が９０年の歩みを振り返りお祝いでき

るような内容で計画しています。また、本校のシンボルツリーであるくすのきを連想させるよ

うな合唱曲（筒井雅子作曲『一本の樹』）の全校合唱を予定しています。 

３ ９０周年記念式典 

 １１月１２日（土）の土曜授業において９０周年記念式典を行います。１校時は各学級で９

０周年を祝う活動を行い、その後５・６年生が参加する記念式典を実施します。 

現在、学校運営協議会・本校 PTA の皆様との実行委員会で準備を進めているところです。 

 

子供たちの安全を守るために  

秋の全国交通安全運動が９月２１日～９月３０日にありました。（※30 日は交通事故死ゼ

ロを目指す日）これからの時期は、特に夕暮れ時に死亡事故が増える傾向にあり警察が注

意を呼びかけています。本校の児童においても、自転車の安全運転や夕暮れ時の歩行につ

いて指導をしていきます。 

また、登下校時に道路の真ん中を歩いたり、集団で広がって歩いたりしている姿が見ら

れます。交通事故はいつ起こるか分かりません。児童が被害者にも加害者にもなることの

ないように、引き続き安全指導に取り組んでいきます。ご家庭でも通学路の歩き方など、

お子さんと一緒になってご確認ください。             （生活指導部） 
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     １０月の行事予定 

日  曜  学校行事<PTA・地域行事> 開放  日  曜  学校行事<PTA・地域行事> 開放  

１ 土 ほりンピック 2022  17 月 朝会 自転車安全教室(4 年)  

２ 日 ほりンピック 2022 予備日  18 火   

３ 月 振替休業日  19 水 午前授業(1～4 年) ○ 

４ 火   20 木 就学時健康診断 午前授業  SC  

５ 水 午前授業 ○ 21 金 授業参観① 学校運営協議会  

６ 木 演劇鑑賞教室(4 年)    SC  22 土   

７ 金 中学校体験(6 年)  23 日  ◎ 

８ 土   24 月 朝会 避難訓練  

９ 日  ◎  25 火 授業参観②  

10 月 スポーツの日 ◎  26 水 クラブ活動 △ 

11 火 体力向上週間   27 木 社会科見学(5 年)     SC  

12 水 
移動プラネタリウム(6 年) 

委員会 
△  28 金   

13 木 歯科検診(全)    SC  29 土  ◎ 

14 金 生活科見学(1 年)  30 日   

15 土   31 月 朝会  

16 日       

ＳＣ スクールカウンセラー来校日  

※校庭開放 ◎13 :00～17:00 〇14 :30～17 :00 △15 :30～17:00 

  ※給食費の引き落とし  １０月 1１日（火）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「落ち着いて学習しよう」 

２学期が始まり、約１か月が過ぎました。 

１０月１日には、「ほりンピック２０２２（運動会）」があります。 

各学年、子どもたちのアイディアをもとに、種目のルールを考えたり、練習をしたりし

ています。運動と学習の両面に対して気持ちを切り替えること、自分の苦手な教科や単元

について目標を立てて学習に取り組めるよう指導していきます。学校で使う教材等に関し

ては、忘れ物が無いようご家庭においてもご確認・お声がけください。                    
                             （生活指導部） 

１０月の生活目

 


